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Message 『日本史A』執筆者からのメッセージ

さまざまな史資料を用いながら，私たちの生きる社会が歴史的に形成されてきたことを，
近代社会の形成と発展を中心として生徒に気づかせる科目，それが日本史Aです。

　こう書くのは簡単ですが，何をもって近代とするのか考えただけでも，現在と過去を史資
料でつなぐ作業がそう簡単ではないとわかるでしょう。共同体や身分制が解体された社会，
市場を軸とした再生産が可能となった社会，それが近代だといえそうです。いっぽう，吉野
作造が考えたように，国民自らが政治を「我がこと」として捉える意識の誕生をもって近代と
することも可能でしょう。近代をどう捉えるかによって，そこで選択される史資料も異なっ
てくるのです。
　ある時期にある大きな変化が起こった要因は何だったのか，また，変化の特質はいかなる
ものであったのか―。このような「問い」を常に念頭に置きつつ，先生方にとっては授業で教
えやすく，また生徒にとっては深い理解を可能とするような叙述を心がけました。

日本史A

［著作者］

老川慶喜
加藤陽子
鈴木　淳
高埜利彦
高村直助

［編集協力］
斉藤真幸
野﨑雅秀

A5判・254頁　予価672円

加藤陽子 
（かとう　ようこ）

東京大学教授

日A311

改訂版

国
際
的
な
視
野
で

近
現
代
史
を

詳
述
し
た
日
本
史
Ａ

日本史A教授資料

授業実践編

日本史A改訂版
ノート

研究編

対応していて
使いやすい

DVD教材

パソコンソフト

準拠ノート

教科書ソフト

授業で使える

授
業
の

下準
備に 授業教

材
作
成
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

電子黒板・ 
プロジェクター用

日本史正誤問題データ集

ムービー日本史

ニュースで見る
日本史

日本史デジタル教材集 NEW日本史デジタル 
素材集

大きく見やすい図版
内容の読み取りやすさ・わかりやすさを考慮して，
図版は大きく掲載し，見やすくしました。
また，写真は生徒が興味・関心をもてるものを選
びました。

主体的な学習をうながす
主題学習
学習の理解を深めるために，生徒の視点で疑問を
見出し，歴史への関心を深め，歴史を学ぶ意義に
ついて気づかせる創造的なヒントを示しました。

経済・社会分野をより充実
した内容に
経済史の記述を充実させ，統計資料などの図版も
多く組み込んでいます。

1

2

3

日本史Bにつながる 
教科書として，

『詳説日本史』との関
連に配慮して編集し

ました。



3

	私たちの時代と歴史 日本の近代・現代を振り返る     5

近代の追究   国際情勢と国民   171

	現代からの探究 日本農業の現状   228

 序章 近世社会の動揺と近代への胎動    10

 1 幕藩体制の動揺と政治改革    10

 2 新しい経済構造と学問の芽生え    12

 3 日本をとりまく世界の変容    14

 第1 章 開国と明治維新    18

 1 アジアの激動と日本の開国    18

 2 江戸幕府の滅亡    25

 3 明治維新    31

 4 富国強兵    36

 5 明治初期の外交    42

 6 殖産興業と文明開化    45

 第2 章 立憲国家の成立    56

 1 自由民権運動    56

 2 立憲制の成立    64

 3 立憲政治の展開    73

 4 日清・日露戦争    77

 5 産業革命と社会の変容    90

 6 明治の文化   100

 第3 章 第一次世界大戦と日本   110

 1 政党政治の展開   110

 2 ワシントン体制   121

 3 経済・社会の変容   124

 4 市民文化   128

 第4 章 昭和の恐慌と満州事変   137

 1 恐慌の時代   137

 2 政党内閣期の内政と外交   140

 3 軍部の台頭   144

目次

4

 第5 章 第二次世界大戦と日本   150

 1 日中戦争   150

 2 重化学工業化と統制経済   154

 3 第二次世界大戦と太平洋戦争   159

 第6 章 占領下の日本   174

 1 占領と改革   174

 2 冷戦の開始と講和   184

 第7 章 経済繁栄と保守長期政権   194

 1 55年体制   194

 2 高度経済成長期の経済と社会   201

 第8 章 現代の世界と日本   218

 1 冷戦の終結と日本   218

 2 日本社会の変容   220

 コラム  近代につながる官制文化事業　17／幕末の文化交流　30／名目だ
けの解放令　37／琉球処分と沖縄　44／北海道の開発　51／明治
の女性　72／日本人のアジア観の変化　80／台湾の支配　82／満
鉄と東拓　89／田中正造と足尾鉱毒事件　99／普選運動　115／
関東大震災と社会の混乱　128／生活様式の洋風化　132／満州移
民とその崩壊　147／沖縄戦　168／東京裁判　177／復員と引揚
げ　182／法人資本主義と「日本的経営」　202

　 日本史年表（近世～近代・現代）   232

　索引   237

　国・県対照図   表見返し
　政党・政派の変遷   裏見返し

　 【凡例】
1.   年は年代を知るのに便利なため西暦を主とし，日本の年号は（　）の中に入れた。明治

5年までは日本暦と西暦とは 1カ月前後の違いがあるが，年月はすべて日本暦をもとに
し，西暦に換算しなかった。改元のあった年は，その年の初めから新しい年号とした。
たとえば，慶応 4年は 9月 8日に改元して明治元年となったのであるが，この年のこと
はすべて1868（明治元）年とした。

2.    史料引用は，できるだけ必要な部分にとどめたが，その際も前略・後略は特別には記
さなかった。また，読みやすく書き改めたところもある。

54

知識を深める18
のコラムを掲載
しています。

『詳説日本史』の第Ⅳ部近代・現代（9～13章）
との関連を意識しながら,8章で構成しました。

『詳説日本史』 
との関連を意識
した配列

4
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を
ご
覧
下
さ
い
。
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1 自由民権運動

民権運動の展開
明治六年の政変後，大

おお

久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

や木
き

戸
ど

孝
たか

允
よし

ら政府首脳

は立憲政体導入の準備に着手した。この動きに対抗し

て，征
せい

韓
かん

論
ろん

で下
げ

野
や

した板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

・後
ご

藤
とう

象
しょう

二
じ

郎
ろう

・副
そえ

島
じま

種
たね

臣
おみ

らは，江
え

藤
とう

新
しん

平
ぺい

を

加えて，1874（明治 ₇ ）年，日本最初の政党である愛
あい

国
こく

公
こう

党
とう

を結成した。つい

で同年，民
みん

撰
せん

議
ぎ

院
いん

設立の建
けん

白
ぱく

書
しょ

を左
さ

院
いん

に提出した。建白書は士
し

族
ぞく

の不満を背

景に，イギリス帰りの知識人らの力を借りて作成されたもので，政府官僚の

専
せん

断
だん

（有
ゆう

司
し

専
せん

制
せい

）の弊
へい

害
がい

を批判し，天下の公
こう

議
ぎ

にもとづく政治をおこなうため

に民撰議院の設立を求めていた。この建白書が新聞に掲載されると，世論に

も大きな影響を与え，自由民権運動が高
こう

揚
よう

するきっかけとなった。

　1874（明治 ₇ ）年，板垣は 郷
きょう

里
り

の土
と

佐
さ

に帰って片
かた

岡
おか

健
けん

吉
きち

らの同志を集めて

立
りっ

志
し

社
しゃ

をおこし，翌1875（明治 ₈ ）年

これを中心にして大阪に愛
あい

国
こく

社
しゃ

を結

成し，自由民権論を全国に呼びかけ

た。また木戸や井
いの

上
うえ

馨
かおる

ら 長
ちょう

州
しゅう

藩

出身者のあいだでも漸
ぜん

進
しん

的に立憲政

体に移るべきだという意見が強まり，

この両者が大阪で協議を重ね，1875

（明治 ₈ ）年に大久保も加えた会合で，

しだいに立憲政体に移行することが

確約された（大阪会議）。

　この結果，台
たい

湾
わん

出兵に反対して下

（→ p.40）

（→ p.40）

1843～1903

（→ p.43）

近代国家の成立

第9章

立憲国家の成立

第2章

民
撰
議
院
設
立
の
建
白

　
臣
等
伏
シ
テ
方ほ

う

今こ
ん

❶
政
権
ノ
帰
ス
ル
所
ヲ
察
ス
ル
ニ
︑
上

帝
室
ニ
在
ラ
ズ
︑
下
人
民
ニ
在
ラ
ズ
︑
而し

か

シ
テ
独ひ

と

リ
有
司
❷

ニ
帰
ス
︒
︙
︙
而
モ
政
令
百
端
︑
朝

ち
ょ
う

出し
ゅ
つ

暮ぼ

改か
い

︑
政
情
実
ニ

成
リ
︑
賞
罰
愛
憎
ニ
出
ヅ
︑
言
路
壅よ

う

蔽へ
い
❸
困
苦
告
ル
ナ
シ
︒

︙
︙
臣
等
愛
国
ノ
情
自
ラ
已や

ム
能
ハ
ズ
︒
乃す

な
わ
チ
之
ヲ
振
救
ス

ル
ノ
道
ヲ
講
求
ス
ル
ニ
︑
唯た

だ

天
下
ノ
公
議
ヲ
張
ル
ニ
在
ル
而の

已み

︑
天
下
ノ
公
議
ヲ
張
ル
ハ
︑
民
撰
議
院
ヲ
立
ル
ニ
在
ル
而

已
︒
則

す
な
わ
ち有
司
ノ
権
限
ル
所
ア
ツ
テ
︑
而
シ
テ
上
下
其
安
全

幸
福
ヲ
受
ル
者
ア
ラ
ン
︒
請こ

フ
遂つ

い

ニ
之
ヲ
陳ち

ん

ゼ
ン
︒
夫そ

レ
人

民
政
府
ニ
対
シ
テ
租そ

税ぜ
い

ヲ
払
フ
ノ
義
務
ア
ル
者
ハ
︑
乃す

な
わ
チ
其

政
府
ノ
事
ヲ
与よ

知ち

可か

否ひ

ス
ル
ノ
権
利
ヲ
有
ス
︒
︙
︙

 

︵『
日
新
真
事
誌
』︶

❶
現
在
︒
❷
上
級
の
役
人
︒
❸
言
論
発
表
の
道
が
ふ
さ
が
れ
て
い
る
︒

571.　自由民権運動
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野していた木戸とともに板垣も政府に復帰し，天皇の詔
しょう

勅
ちょく

により，左院を

廃して，立法機関として元
げん

老
ろう

院
いん

と地方官会議を将来の上
じょう

院
いん

と下
か

院
いん

の基礎と

するため設立した。また司法の最高機関として大
だい

審
しん

院
いん

を設けて司法権独立の

一歩とし，「漸
ぜん

次
じ

ニ国家立憲ノ政
せい

体
たい

ヲ立」てることが公約された（漸次立憲政

体樹立の詔）。一方，新聞や雑誌も，民権をさかんに主張して政府を攻撃し

始めたので，政府は，讒
ざん

謗
ぼう

律
りつ

・新聞紙条例の制定や出版条例の改正によって，

これらの運動をきびしく取り締まった。その後，元老院は数次の案を経て，

1880（明治13）年に「日本国憲
けん

按
あん

」として憲法草案を完成した。しかし岩
いわ

倉
くら

具
とも

視
み

らから，その内容が日本の国
こく

体
たい

にあわないとして反対され，廃案となった。

民権運動の高揚
西
せい

南
なん

戦争の最中の1877（明治10）年，立志社の片岡健吉

らは国会開設を求める立志社建白を天皇に上
じょう

表
ひょう

しよ

うとしたが，政府に却
きゃっ

下
か

された。また立志社の一部が西郷軍に加わろうと

したこともあって，国会開設運動は一時下
した

火
び

になった。しかし1878（明治11）

年，解散状態にあった愛国社の再興大会が大阪で開かれた頃から，運動は士

族だけではなく，上層の農民，都市の商工業者，府県会議員などのあいだに

も広まっていった。植
うえ

木
き

枝
え

盛
もり

の『民権自由論』など民権思想の啓
けい

蒙
もう

書も刊行さ

れ，運動に大きな影響を与えた。また1879（明治12）年，福
ふく

沢
ざわ

諭
ゆ

吉
きち

が『国会論』

を刊行した頃から，慶
けい

応
おう

義
ぎ

塾
じゅく

出身者を中心とする交
こう

詢
じゅん

社
しゃ

（1880年設立）が，

穏
おん

健
けん

な国会開設論をとなえて，運動の幅を広げていった。

　1880（明治13）年には愛国社の呼びかけにより各地の代表者が大阪で国会開

設のための大会を開き，国
こっ

会
かい

期
き

成
せい

同盟を結成した。そして目標を国会開設に

絞り，同盟参加の各地の政
せい

社
しゃ

の代表が署名した天皇あての国会開設請願書を

太
だ

政
じょう

官
かん

や元老院に提出しようとした。しかし，政府はこれを受理せず，集

会条例を定めて，民権派の言論・集会・結社をきびしくおさえた。

明治十四年の政変
国会期成同盟が結成され，自由民権運動が国民的な

広がりをみせると，政府の内部にも国会開設をめぐ

って意見が分裂した。1881（明治14）年の初めには大
おお

隈
くま

重
しげ

信
のぶ

・伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

・井上

馨の ₃参
さん

議
ぎ

が熱
あた

海
み

で国会開設について合意していたが（熱海会議），その後，

その時期と内容をめぐって，大隈と伊藤が対立した。大隈は福沢諭吉らの意

（→ p.42）

1857～92

76

『詳説日本史』
との関連を重視
した記述

日本史Ｂにつながる教科書として，『詳説日本史』との関連
に配慮して編集しました。

試験などにも出題される 
30の史料を掲載しています。
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において日本画が高い評価を受

けていたこともあった。

　西洋画は高
たか

橋
はし

由
ゆ

一
いち

らによって

開拓されたのち，一時衰退を余
よ

儀
ぎ

なくされたが，やがて浅
あさ

井
い

忠
ちゅう

らが日本ではじめての西洋

美術団体である明治美術会を結

成して活躍し，その画風の暗い

色調から脂
やに

派
は

と呼ばれた。また，

フランス印象派の画風を学んだ

黒
くろ

田
だ

清
せい

輝
き

らが帰国して，西洋画

はしだいにさかんになり，1896

（明治29）年には東京美術学校に西洋画科が新設された。黒田らは同年白
はく

馬
ば

会
かい

を創立し，外
がい

光
こう

を重視する明るい色彩から外光派と呼ばれた。

　一方，伝統美術も岡
おか

倉
くら

天
てん

心
しん

らの日本美術院を中心に，多くの美術団体が競

合しながら発展していった。その後，オーストリア公使を経験して海外の文

化行政にも通じた牧
まき

野
の

伸
のぶ

顕
あき

文部大臣のもとで文部省も伝統美術と西洋美術と

の共栄をはかり，1907（明治40）年の文部省美術展覧会（文
ぶん

展
てん

）の開設によって，

両者は共通の発表の場をもつようになった。

　彫刻の分野でも高
たか

村
むら

光
こう

雲
うん

の伝統的な木彫と，アメリカやフランスで学んだ

1828～94

1856～1907

1866～1924

（→ p.136）

1861～1949

1852～1934

湖
こ

畔
はん
（黒田清輝筆）　1897（明治30）年の第 ₂回白馬会に出品した

作品。清輝はパリに学び，明るい色調で「外光派」の指導者と
なった。（東京文化財研究所蔵）

海の幸
さち
（青木繁

しげる

筆）　黒田清輝に指導を受けた青木が，1904（明治37）年の白馬会に出品した作品。房
ぼう

総
そう

（千
葉県）布

め

良
ら

の海でのモチーフで，大魚をかついだ漁夫たちの行進を，力強い筆
ふで

遣
づか

いでリズミカルに表現
している。（石橋財団石橋美術館蔵）

1096.　明治の文化

５

荻
おぎ

原
わら

守
もり

衛
え

（碌
ろく

山
ざん

）らの西洋流の彫
ちょう

塑
そ

とが対立・競合しながら発達したが，絵

画と同じく文展の開設によって共存の方向に進んだ。工芸でも西洋の技術を

加味して，新しい陶
とう

器
き

・七
しっ

宝
ぽう

・ガラス・漆
しっ

器
き

などの制作を始め，陶器・七宝

は海外にも輸出された。また建築でもイギリス人建築家のコ
Conder

ンドルらによっ

て西洋建築がしだいに建てられるようになり，明治末期になると，辰
たつ

野
の

金
きん

吾
ご

・片
かた

山
やま

東
とう

熊
くま

ら日本人建築家により煉
れん

瓦
が

のほか鉄やコンクリートを使用した

建物がつくられ始めた。

1879～1910

1852～1920

1854～1919

1854～1917

老
ろう

猿
えん
（高村光雲作）　1893（明治26）年，シカ

ゴ万国博覧会に出品して入賞した作品。
（東京国立博物館蔵）

墓
はか

守
もり
（朝

あさ

倉
くら

文
ふみ

夫
お

作）　1910（明治43）年の第 ₄
回文展に出品され， ₂等賞を得た。（朝
倉彫塑館蔵）

女（荻原守衛作）　作者の死後
1910（明治43）年，第 ₄回文展
に出品され ₃等を受賞した作
品。（東京国立近代美術館蔵）

三
みつ

菱
びし

一号館　東京の
丸
まる

の内
うち

には，1894（明
治27）年に三菱一号
館（のち東九号館）が
落成した。つぎつぎ
に赤煉瓦のオフィス
ビルが建設され，中
にはエレベーターつ
きの貸事務所も現わ
れた。（三菱地所株
式会社蔵）

98

大きく
見やすい
図版

本文の理解を助け興味を引き出すよう，
写真はできるだけ大きく挿入しています。
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金
きん

，90日間の賃金・物価の凍
とう

結
けつ

などを骨
こっ

子
し

とする新経済政策を発表し，日本や西

ドイツなどの国際収支黒字国に対して，

大幅な為
か わ せ  

替レートの切上げを要求した

（ニクソン =ショック）。日本は当初 ₁ ド

ル＝360円の固定相
そう

場
ば

を維持しようとし

たが，英・仏・西ドイツなどの西欧諸国

が変動相場制に移行するとそれに追
つい

随
ずい

し

たため，円高が急速に進行した。

　こうして，戦後の世界経済の基
き

軸
じく

であ

ったブレトン ＝ ウッズ体制（IMF体制）は

根底からゆらいだ。1971（昭和46）年末には，ワシントンのスミソニアン博物

館で10カ国蔵相会議が開かれ， ₁ ドル＝308円で固定相場制の復活がはから

れたが（スミソニアン体制），1973（昭和48）年にはドル不安が再燃し，日本や

西欧諸国は変動相場制に移行した。

　一方，ニクソン米大統領はベトナム戦争を終わらせるため，1972（昭和47）

年に中国をみずから訪問し，米・中の敵対関係を改善した❶。台
たい

湾
わん

にかわっ

て国連代表権を獲得した中国を通じて北ベトナムとの和平を引き出すことが

ねらいで，1973（昭和48）年にはパリでベトナム和平協定が調印され，アメリ

カ軍はベトナムから全面撤退した❷。

　1973（昭和48）年10月に第 ₄ 次 中
ちゅう

東
とう

戦争❸が勃
ぼっ

発
ぱつ

すると，アラブ石油輸出

（→ p.184）

❶　毛
もう

沢
たく

東
とう

の死（1976年）後の中国では，鄧
とう

小
しょう

平
へい

の指導下で，文化大革命期の「自
じ

力
りき

更
こう

生
せい

」路線
から改革・開放路線に転換し，西側先進諸国の資本・技術の導入による「社会主義市場経済」の
実現がめざされた。なお，米・中の国交正常化は，1979年 ₁ 月に実現した。
❷　 後

うしろ

楯
だて

を失った南ベトナムは1975年に崩壊し，ベトナム社会主義共和国のもとに南北の統
一が実現した。しかしインドシナ半島では，その後もカンボジアの内戦や中国とベトナムの
中
ちゅう

越
えつ

戦争など，紛争があいついだ。
❸　第二次世界大戦後の中東ではパレスチナ問題が発生し，大油田の発見や米・ソの介入もか
らんで紛争が続いた。ヨーロッパ各地から父祖の地パレスチナに移住したユダヤ人はイスラエ
ルを建国したが（1948年），多くのアラブ人（パレスチナ人）が難民化した。イスラエルと周辺ア
ラブ諸国とのあいだで ₄ 次にわたる中東戦争が戦われ，イスラエルとパレスチナ人のきびしい
対立が現在も続いている。

為替相場の推移（対IMF報告の年平均相場，『近現
代日本経済史要覧』より）

2132.　高度経済成長期の経済と社会
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国機構（O
オ ア ペ ッ ク

APEC）は石油戦略を行使し，イス

ラエル寄りの欧米や日本への石油輸出を制限

し，原油価格を段階的に ₄ 倍に引き上げた。

これを機に，アラブ産油国の資源ナショナリ

ズムが高まり，安価な原油の安定的な供給と

いう高度経済成長の基本的な条件の一つが失

われた。当時，日本の原油輸入量は世界最大

規模に達しており，しかもその大半を中東地

域に依存していたので，日本経済の受けた打

撃は大きかった（第 ₁ 次石油危機）。

　世界経済の繁栄は1973（昭和48）年を境に一

変し，経済成長率の低下，物価・失業率の上

昇という深刻な事態に直面した。こうした事態に対応するため，1975（昭和

50）年に米・日・西独・英・仏・伊 ₆ カ国の首脳による先進国首脳会議（サミ

ット）が開催され，経済成長や貿易・通貨問題などに関わる先進国間の諸問

題について調整がおこなわれた。

高度経済成長の終焉
1972（昭和47）年，

田
た

中
なか

角
かく

栄
えい

が「日

本列島改造論」を掲げて内閣を組織した。

田中首相は，同年 ₉ 月に訪中して日
にっ

中
ちゅう

共
きょう

同
どう

声
せい

明
めい

❶を発表し，日中国交正常化を実現

したが，一方で工業の地方分散，新
しん

幹
かん

線
せん

と

高速道路による高速交通ネットワークの整

備など「列島改造」政策を打ち出し，公共投

資を拡大した。その結果，土地や株式への

投
とう

機
き

がおこり，地価が暴
ぼう

騰
とう

した。これに第

1918～93

❶　日本側が日中戦争における加害責任を認め，反省する態度を表明したうえで，日中両国間
の「不正常な状態」の終結を共同で宣言し，さらに日本は中華人民共和国を「中国で唯一の合法
政府」と認めた。これにともなって，日本と台湾の国民政府との外交関係は断絶したが，貿易
など民間レベルでは密接な関係が続いている。

日
中
共
同
声
明

　日
中
両
国
は
︑
一い

ち

衣い

帯た
い

水す
い

の
間
に
あ
る
隣
国
で
あ
り
︑
長

い
伝
統
的
友
好
の
歴
史
を
有
す
る
︒
両
国
国
民
は
︑
両
国
間

に
こ
れ
ま
で
存
在
し
て
い
た
不
正
常
な
状
態
に
終
止
符
を
打

つ
こ
と
を
切
望
し
て
い
る
︒
戦
争
状
態
の
終
結
と
日
中
国
交

の
正
常
化
と
い
う
両
国
国
民
の
願
望
の
実
現
は
︑
両
国
関
係

の
歴
史
に
新
た
な
一
頁ペ

ー
ジを
開
く
こ
と
と
な
ろ
う
︒

　日
本
側
は
︑
過
去
に
お
い
て
日
本
国
が
戦
争
を
通
じ
て
中

国
国
民
に
重
大
な
損
害
を
与
え
た
こ
と
に
つ
い
て
の
責
任
を

痛
感
し
︑
深
く
反
省
す
る
︒
︙
︙
︒

 

︵『
日
本
外
交
主
要
文
書
・
年
表
』︶

日本史A 改訂版日A311　29年度供給本用：bm130

=

原油価格の推移（価格は，毎年 1月第 1金曜日の
もの〈1987年のみ 2月の第 1金曜日〉でf.o.b価格，『近
現代日本経済史要覧』より）
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経済・ 
社会分野を 
充実した 
内容に

統計資料などの図版も多く組み込み，
経済史の記述を充実させています。
より深く追究する学習の参考になります。

グラフで視覚的
にもわかりやす
く示しています。



の人口構成の推移」によって，高度経済
成長期以降の農業従事者の年齢構成の推
移についてまとめてみよう。
　表 ₄「農業就業人口の年齢階層別構成
の国際比較」から各国の農業従事者のあ
り方を考えてみよう。

日本の農地面積の変遷からも考えてみよう

　日本の農地面積はこの半世紀ほどのあ

いだに大きく減少した。1961（昭和36）年
に609万ヘクタールあった農地が，2001

（平成13）年には479万ヘクタールになっ
た。高度経済成長期以降，多くの農地が
工場用地や宅地に転用されたのである。
しかし，1990年代以降は，転用以外の理
由で農地が急速に減っている。上で考察
した農業従事者の年齢構成の変化と関連
させて，その理由を考えてみよう。

表2　各国の穀物自給率 （『食料需給表』より）
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表3　農業の人口構成の推移 （『朝日ジュニア学習年鑑』2010よ
り）　年を追うごとに60歳以上の高齢者が農業労働の中
心になっていく。
注　1991年以降，年齢は16～59歳から15～59歳の統計に変えた。

1970年

男
15～59歳
60歳以上

15～59歳
60歳以上

女

80

90

2009

132
（13）

265
（26%）

483
（47）

145
（14）1,025万人

153
（22）

88
（16）

99
（34）

45（16）

110
（38）

36（13）

136
（24）

176
（31）

165
（29）

114
（16）

136
（20）

294
（42） 697

290

565

男 女

表4　農業就業人口の年齢階層別構成の
国際比較 （農林水産省「農林業センサス」，EU
「Eurostat」より）
注1　 数値は，それぞれの国の年齢階層別の農業

就業人口（日本は販売農家における基幹的農
業従事者）計に占める割合。

注2　 「Eurostat」において年齢階層別の数値が把
握できるフランス・イタリアおよびスペイ
ンについて記載。

注3　 日本は2005年，フランス・イタリアおよび
スペインは2000年の数値。
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５ ５

テーマを設定しよう

　テーマを設定するに当たっては，これ
まで学んできた日本史Aの内容を踏まえ
たうえで，自分の関心や興味がどこにあ
るのかを明らかにしよう。
● ニュースや新聞から探ろう…今話題に
なっている社会的事象には，近現代史
に起

き

因
いん

するものもある。
● 身のまわりのものから探ろう…「電話
機」「家族」「衣服」など，近現代を通じ
て随
ずい

分
ぶん

と変化してきたものがある。

テーマを決める

　たとえば，以下のようなものがある。
● 交通機関の変化，情報通信システムの
変化，産業技術の発達と生活，地域社
会の変化，資源・エネルギーと食料問
題，国連やODAなどの国際貢献

　もっと身近なものでは以下のようなも
のがある。
● 衣服の変化，私たちの通う学校の歴史，
日常の食べ物の変化，家族構成の変化

　現代の社会における諸課題を近現代の
歴史に関わる社会的事象と関連させて考
えてみよう。ここでは現在の日本
がかかえている農業の問題を例に
探究してみよう。

日本の食料自給率は 
どれくらいだろうか

　一国で消費される食料のうち，

国内で生産される割合を食料自給率とい
う。2006（平成18）年には「日本の食料自
給率が40％を割った」と大きく報道され
た。
　「食料自給率」はどのようにして計算さ
れるのだろうか。国際的によく使われる
のは「穀物自給率」であるが，日本では，
総合自給率として「カロリーベース」の食
料自給率（「供給熱量自給率」）が考案され，
よく用いられている。これらの計算方法
の違いを統計資料集などで調べ，それぞ
れの長所・短所を考えてみよう。
　つぎに，教科書204ページの統計資料
によって，高度経済成長期以降の日本の
主要農産物と供給熱量の自給率の推移を
確認し，そこにどのような特徴と変化が
みられるかまとめてみよう。
　また，表 ₁「おもな国の食料自給率」と
表 ₂「各国の穀物自給率」から日本の食料
自給率を他の先進諸国と比較してみよう。

日本の農業を担っているのは， 
どんな年齢層の人たちだろうか

　日本の農業生産力の基盤をなす人（労
働力）や土地（農地）の面では，どのよう
な変化がみられるだろうか。表 ₃「農業

現代からの探究

日本農業の現状

表1　おもな国の食料自給率（200₇年）（『食料需給表』2009年版よ
り）　日本の食料自給率は，米・野菜類・卵類などを除いて，
全体的に欧米諸国の水準を大幅に下回っており，輸入に頼
っている状態である。

品目 日本 アメリカ イギリス フランス
供給熱量自給率（％） 40 124 65 111
穀物自給率（％） 28 150 92 164
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の人口構成の推移」によって，高度経済
成長期以降の農業従事者の年齢構成の推
移についてまとめてみよう。
　表 ₄「農業就業人口の年齢階層別構成
の国際比較」から各国の農業従事者のあ
り方を考えてみよう。

日本の農地面積の変遷からも考えてみよう

　日本の農地面積はこの半世紀ほどのあ

いだに大きく減少した。1961（昭和36）年
に609万ヘクタールあった農地が，2001

（平成13）年には479万ヘクタールになっ
た。高度経済成長期以降，多くの農地が
工場用地や宅地に転用されたのである。
しかし，1990年代以降は，転用以外の理
由で農地が急速に減っている。上で考察
した農業従事者の年齢構成の変化と関連
させて，その理由を考えてみよう。

表2　各国の穀物自給率 （『食料需給表』より）
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り）　年を追うごとに60歳以上の高齢者が農業労働の中
心になっていく。
注　1991年以降，年齢は16～59歳から15～59歳の統計に変えた。
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表4　農業就業人口の年齢階層別構成の
国際比較 （農林水産省「農林業センサス」，EU
「Eurostat」より）
注1　 数値は，それぞれの国の年齢階層別の農業

就業人口（日本は販売農家における基幹的農
業従事者）計に占める割合。

注2　 「Eurostat」において年齢階層別の数値が把
握できるフランス・イタリアおよびスペイ
ンについて記載。

注3　 日本は2005年，フランス・イタリアおよび
スペインは2000年の数値。
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主体的な
学習をうながす
主題学習

主題学習では，歴史を主体的に探究するプロセス
を具体的に示しています。

このあと,「農地改革は
日本の農村をどう変え
たか」「高度経済成長は
農村をどう変えたか」
「現在の日本の農業はど
う変わりつつあるか」
「探究の指針」「表現しよ
う」の項目が続きます
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第  1  章

開国と明治維新

１	 三角貿易

２	 アヘン

３	 南京条約

４	 薪水給与令

５	 オランダ

６	 ビッドル

７	 洪秀全

８	 ペリー

9	 プチャーチン

10	 日米和親条約

　　  アヘン戦争 

　⑴ヨーロッパ列強，アジアへの経済進出を開始（₁₉世紀）
　　　イギリス…�茶を清（中国）から本国へ，本国産の綿織物をインドへ，インド

産アヘンを清に売り込むという（　　　　）でばく大な利益
　　　→アヘンの密貿易で清から銀が国外へ流出
　　　　₁₈３₉年，清はイギリス商人の貿易を禁止する強硬策
　⑵（　　　　）戦争（₁₈₄0～₄２）
　　敗北した清は，（　　　　）を結ぶ（₁₈₄２）
　　…香

ホン

港
コン

の割譲，上
シャン

海
ハイ

・寧
ニン

波
ポー

・�福
フー

州
チョウ

・厦
ア モ イ

門・�広
コワン

州
チョウ

の ₅港開港，賠償金の支払い
　　不平等条約（₁₈₄３）…領事裁判権（治外法権）を認める

　⑴天保の（　　　　）（₁₈₄２）…�異
い

国
こく

船
せん

打
うち

払
はらい

令
れい

緩和，漂着外国船に薪
しん

水
すい

・食料を供給
　⑵（　　　　）国王の親書（₁₈₄₄）…開国して欧米諸国との紛争回避をうながす
　　　→勧告拒絶

　　  ペリー来航 

　⑴�アヘン戦争直後より，通商を求め欧米諸国は琉
りゅう

球
きゅう

・日本に開国を求める動き
　⑵�₁₈₄₆年，フランスの艦隊が長崎に，アメリカ東インド艦隊司令官（　　　　）
が浦

うら

賀
が

に来航→要求を拒絶
　　フランス艦隊に対しては，琉球での通商を黙認する方針

　⑴清…（　　　　）が，太
たい

平
へい

天
てん

国
ごく

を樹立（₁₈₅₁）
　⑵インド…インド人傭兵（シパーヒー）が反乱（₁₈₅₇）
　　→イギリス…これらの反乱の対応のため，日本の開国を積極的に求めず
　　　フランス…本国で₁₈₄₈年に二月革命がおこり，アジアへの進出遅れる
　　　アメリカ…�メキシコとの戦争（米墨戦争₁₈₄₆～₄₈）に勝ち，カリフォルニア

獲得→清との貿易，捕
ほ

鯨
げい

船
せん

の寄港地として日本へ開国せまる
　⑶₁₈₅３年，アメリカ東インド艦隊司令長官（　　　　）の来航
　　　軍艦（「黒船」）₄隻で浦賀へ，国書を提出し日本に開国を求める
　　　ロシアの使節（　　　　），長崎へ来航→開国・国境画定を要求

　₁₈₅₄年，ペリー， ₇隻の艦隊でふたたび来航　（　　　　）（神奈川条約）締結
　　①アメリカ船への燃料・食料の供給　　②難

なん

破
ぱ

船
せん

・その乗組員の救助

1 アジアの激動と日本の開国
1 ▶ 教 p.18～19

アヘン戦争

1

2

3

（ふくしゅう） （こうしゅう）

日本への影響
4

5

2 ▶ 教 p.19～21

欧米諸国の動き

6

列強のアジア進出
7

8

9

日米和親条約
10

1　アジアの激動と日本の開国　　11

11	 下田・箱館

12	 日露和親条約

　　③（　　 　・　 　）の ２港を開いて領事駐在を認める
　　④アメリカに一方的な最

さい

恵
けい

国
こく

待
たい

遇
ぐう

を与える

　プチャーチン，ふたたび来航　下田で（　　　　）締結
　　①下

しも

田
だ

・箱
はこ

館
だて

に，長崎を加えた ３港の開港
　　②�国境，択

えと

捉
ろふ

島
とう

以南を日本領，得
うるっぷ

撫島
とう

以北をロシア領，樺
から

太
ふと

は従来通り境界
を定めない

　�　イギリス・オランダとも同様の内容の条約締結
　　　→２00年以上続いた鎖国政策崩壊

11

日露和親条約
12

1514

ノートをご採用いただきますと，
解答入りのPDFデータをサービ
スでお付けいたします。 CD

・ 教科書の構成・本文の流れに沿った問題形式で，教科書の深い
理解につながります。
・ 教科書に完全準拠しているため，授業時でも自宅学習時でも，
どちらでもお使いいただけます。

B5判・140頁　本体700円（税別）　2色刷
日本史A 改訂版 ノート

見開き両脇を解答欄
とし，繰り返し問題
を解くことができる
ようにしました。

自由に使える
ノート欄を設
けています。

日A311準拠
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平和共存・反植民地主義をうたった「平和十原則」が決議された。1960年代に

はアジア・アフリカ諸国が国連加盟国の過半を占めるようになった。

　ベトナムでは，1954年のインドシナ休戦協定によりフランス軍が撤退した。

しかし，南北分断のもとでなおも内戦が続き，1965年からは，南ベトナム政

府を支援するアメリカが北ベトナムへの爆
ばく

撃
げき

（北
ほく

爆
ばく

）を含む大規模な軍事介入

を始め，北ベトナムと南ベトナム解放民族戦線は中・ソの援助を得て抗戦し

た（ベトナム戦争）。

独立回復後の国内再編
1952（昭和27）年 ₄月のサンフランシスコ平和条

約の発効は，GHQの指令で制定された多数の

法令の失効を意味した。吉田内閣は，労働運動や社会運動をおさえるため法

整備を進め，同年 ₅月 ₁日にメーデー中央集会のデモ隊が使用不許可とされ

た皇居前広場に入り警官隊と衝突して多数の死傷者を出した「血のメーデー

事件」を契機に， ₇月，暴力主義的破壊活動の規制をめざす破壊活動防止法

（破防法）を成立させ，その調査機関として公
こう

安
あん

調査庁を設置した。

　平和条約発効とともに海上警備隊が新設され，警察予備隊は保
ほ

安
あん

隊に改組

されたが，アメリカの再軍備要求はさらに強まり，吉田内閣は防衛協力の実

施に踏みきった。1954（昭和29）年にMSA協定（日米相互防衛援助協定など ₄

協定の総称）が締結され，日本はアメリカの援助（兵器や農産物など）を受け

るかわりに，自衛力の増強を義務づけられた。政府は同年 ₇月，新設された

防衛庁の統
とう

轄
かつ

のもとに，保安隊・警備隊を統合して，陸・海・空の ₃隊から

なる自衛隊を発足させた。自衛隊は，直接・間接の侵略からの自衛を主たる

（→ p.189）

（→ p.188）

自衛隊発足記念式典での観
かん

閲
えつ

行進（1954年 7 月 1 日）（共同通信社）
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1 55年体制

冷戦構造の世界
朝鮮戦争の休戦後も，米・ソは原

げん

爆
ばく

から水
すい

爆
ばく

へ，さら

に核
かく

兵器を遠方に撃ち込む大陸間弾
だん

道
どう

ミサイル

（ICBM）へと，とめどない軍備拡大競争にのめり込んだ。ソ連の人工衛星ス

プートニクの打上げ（1957年），アメリカの宇宙船アポロ11号による人類初の

月
げつ

面
めん

着陸（1969年）など，米・ソの競争は宇宙開発をめぐっても展開された。

しかし，核対決の手詰まりの中で，1950年代半ばから東西対立を緩
かん

和
わ

する動

きが生まれた（「雪どけ」）。ソ連では独裁者スターリンの死後，フ
Khrushchov

ルシチョフ

が東西平和共存路線を打ち出し，1959年に訪米してア
Eisenhower

イゼンハワー大統領と

首脳会談をおこなった。つづいて部分的核実験禁止条約（1963年）・核兵器拡
かく

散
さん

防止条約（1968年）が調印されるなど，核軍縮交渉が始まった。

　1960年代には両陣営内で「多極化」が進み，米・ソの圧倒的地位にかげりが

みえるようになった。西側諸国は対米依存のもとで復興を進めていたが，ヨ

ーロッパ経済共同体（EEC，1957年）につぐヨーロッパ共同体（EC，1967年）

が組織され，経済統合を進めて自立をはかった。ド
de

＝ ゴ
Gaulle

ール大統領のフラン

スは独自の外交を展開し，西ドイツや日本は驚異的な経済成長をとげてアメ

リカ経済をおびやかすようになった。東側陣営内では中ソ対立が表面化し，

中国は1964年に核実験を成功させ，1966年には「文化大革命」を開始した。

　第三勢力の台頭もめざましくなった。1955年には中国・インドを中心にア

ジア =アフリカ会議（バンドン会議）が開催されて，新興独立国家群の結集が

はかられた。1954年，中国とインドは周
しゅう

恩
おん

来
らい

・ネルー会談で，両国友好の

基礎として「平和五原則」を確認しており，これを基礎にバンドン会議では，

1894～1971

1890～1969

1890～1970

1898～1976 1889～1964

近代国家の成立

第9章

経済繁栄と保守長期政権

第7章

板書例
（冷戦構造の世界）
1．米ソ間の「雪どけ」
　Ａ.米ソの競争  ①核軍拡競争　原爆→水爆→ICBM  

②宇宙開発競争 ソ：スプートニク 米：月面着陸

　Ｂ.  東西の緊張緩和（「雪どけ」）へ  

スターリン死去（₁₉₅₃）→フルシチョフの東西平和共存路線  

フルシチョフ訪米（₁₉₅₉），核軍縮交渉開始

2．東西両陣営内の「多極化」
　Ａ.西側：  西欧の経済統合　EEC（₁₉₅₈）・EC（₁₉₆₇）結成  

フランスの独自外交，西独・日本の経済成長

　Ｂ.  東側：中ソ対立　中国核開発（₁₉₆₄）　文化大革命（₁₉₆₆～）

3．第三勢力の登場
　ア  ジア ＝ アフリカ会議（バンドン会議）（₁₉₅₅）  

…中印など，第三勢力の結集呼びかけ

184

第 7章 経済繁栄と保守長期政権　 1  55年体制
（研究編p.419〜）

冷戦構造の世界

学習のねらい
　冷戦構造のもとで対立が激化する一方，米・
ソの圧倒的優位が揺らぎ，東西両陣営ともに
多極化した国際情勢を考察する。

指導上の留意点
₁ ．核兵器開発競争から東西両陣営の「雪ど
け」，核軍縮の始まりを概観・理解させる。
₂．西側陣営と東側陣営の多極化を具体的に
理解させ，複雑化していく国際情勢を考察
させる。
₃．独立を達成したアジア・アフリカ諸国の
世界的役割の増大を理解させる。
₄．ベトナム戦争の展開を具体的に理解し，
国際情勢に及ぼす影響を展望させる。

解説
1．米ソ間の「雪どけ」
解説Ａ―原子爆弾は，ウラン₂₃₅，プルトニウム₂₃₉
などの核分裂の，瞬間的な核分離連鎖反応で発生す
るエネルギーを利用した。水素爆弾は，重水素や三
重水素など，水素の同位元素の原子核が核融合反応
をおこして発生するエネルギーを利用した核兵器。
水爆は起爆剤として原子爆弾の爆発により発生した
高温を利用して核融合をおこさせる。アメリカは
₁₉₅₄年，ソ連は₁₉₅₅年に完成させた。このような核
弾頭を運ぶ長距離ミサイルがICBMである。このミ
サイルロケットを使って，ソ連は₅₇年 ₁ 月に最初の
人工衛星スプートニク ₁号を，アメリカは₅₈年 ₁ 月
にエクスプローラー ₁号の打上げに成功した。

発問例 原爆と水爆の威力はどの程度違いますか。
答 水爆は原爆の₁₀₀～₁,₀₀₀倍の威力をもつとい
われている。

解説Ｂ―₁₉₅₃年ソ連のスターリンが死ぬと，粛清さ
れた者が₁,₀₀₀万人以上にのぼることが公表され，
その圧制が明らかとなった。ソ連共産党第一書記と
なったフルシチョフはスターリン批判を行ない，米
大統領アイゼンハワーと会談し，自由主義諸国と社
会主義国は共存できるという考えを示した。この国
際間の緊張緩和を「雪どけ」という。
　₁₉₆₃年，「大気圏，大気圏外空間，海水における
核兵器実験を禁ずる条約」が，米・英・ソで調印さ
れた。核兵器開発で最も重要な地下核実験は除外さ
れたので部分的核実験禁止条約という。核兵器所有
国が非所有国への供与を禁止するのが核兵器拡散防
止条約で₁₉₆₈年，米・英・ソが調印した。
2．東西両陣営内の「多極化」
解説Ａ―西欧では，₁₉₅₁年にできたヨーロッパ石炭
鉄鋼共同体が，₅₈年にヨーロッパ経済共同体へ発展
し，₆₇年にヨーロッパ共同体へ成長した。フランス
のド ＝ゴール大統領はアメリカから離反し，₆₀年，
核兵器を保有するまでになった。
 日本と西ドイツはその技術力で経済成長した。
解説Ｂ―中国は核実験に成功し，ソ連の覇権を拒否
してソ連の指導から脱却し，₁₉₆₆年から独自で純化
した共産主義国家をめざし，それまでの価値を暴力
的に破壊する文化大革命を行なった。 1951.　55年体制
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ジア =アフリカ会議（バンドン会議）が開催されて，新興独立国家群の結集が

はかられた。1954年，中国とインドは周
しゅう

恩
おん

来
らい

・ネルー会談で，両国友好の

基礎として「平和五原則」を確認しており，これを基礎にバンドン会議では，
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経済繁栄と保守長期政権

第7章

4．ベトナム戦争の始まり
　Ａ.  インドシナ休戦協定によりフランス撤退（₁₉₅₄）  

→ベトナムの南北分断と内戦

　Ｂ.  米軍が北爆などで本格的介入→ベトナム戦争

（独立回復後の国内再編）
1．独立回復と吉田内閣
　Ａ.  平和条約発効（₁₉₅₂）→GHQ指令による法令失効→法整備

　Ｂ.  労働・社会運動の抑圧  

₁₉₅₂. ₅. ₁　「血のメーデー事件」  

₁₉₅₂. ₇　　破壊活動防止法の制定，公安調査庁の設置

2．自衛隊の創設
　Ａ.  海上警備隊新設，警察予備隊を保安隊に改組（₁₉₅₂）

　Ｂ.  MSA協定（日米相互防衛援助協定）（₁₉₅₄）  

→アメリカの援助とひきかえに自衛力強化義務負う
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3．第三勢力の登場
解説―インドのネルーと中国の周恩来は，中印戦争
後，両国友好の「平和五原則」を確認し，翌₁₉₅₅年，
インドネシアのバンドンで開催されたアジア・アフ
リカの₂₉カ国の代表によるバンドン会議の「平和十
原則」では，平和共存・反植民地主義の方針を確認。
　米ソいずれの陣営にもくみせず，積極中立を主張
するいわゆる第三勢力は，アジア・アフリカ・ラテ
ンアメリカ諸国が結集し，非同盟諸国といわれ，国
際的に大きな影響力をもってきた。
4．ベトナム戦争の始まり
解説―インドシナ戦争で敗色が濃くなったフランス
は₁₉₅₄年のジュネーヴ休戦協定で宗主権を捨て，北
緯₁₇度線を暫定軍事境界線と定め，これが南北ベト
ナムの境となった。南ベトナムでは，民族解放戦線
が結成され，南ベトナム政府が危うくなるとアメリ
カは大軍を派遣して軍事介入し（ベトナム戦争），₆₅
年 ₂ 月から北ベトナムへの爆撃を行なった。

発問例 なぜ，アメリカはフランスにかわりベト
ナムに介入したのですか。
答 ベトナムが共産化すると，インドシナ半島に
共産化が及ぶ（これをドミノ理論という）から。

独立回復後の国内再編

《
学習のねらい
　独立後の吉田内閣の政治を理解し，対抗勢
力や運動がめざした方向・政治を考察する。

指導上の留意点
₁ ．吉田内閣の内政と外交を考察させる。
₂．革新勢力が力をもった理由を考察させる。
₃．反吉田勢力の結集と展望を考えさせる。

解説
1．独立回復と吉田内閣
解説Ｂ―「血のメーデー事件」は，₁₉₅₂年 ₅ 月 ₁ 日
のメーデーにおこった流血事件である。戦後メーデ
ー会場となっていた皇居前広場が前年から使用禁止
となり，これに怒ったデモ隊が皇居前広場へ侵入し
て警察官と衝突し，重軽傷者数百名，死者 ₂名を出
し，₂₆₁名が騒擾罪で起訴された。破壊活動防止法
はメーデー事件を受けて立法化。団体が「暴力主義
的破壊活動」を行なった時の処分手続きを規定する。
処分は公安調査庁の公安審査委員会が決定する。
2．自衛隊の創設
解説Ａ―警察予備隊は陸上兵力のみだったので海上
防衛力を担う海上警備隊（のち警備隊）をつくり，あ
わせて陸・海の防衛力をもつ保安隊がつくられた。
解説Ｂ―MSA協定全体としては，相互防衛協定，
農産物購入協定，経済措置協定，投資保証協定があ
る。
図版
自衛隊発足記念式典での観閲行進
　帽子から靴まで服装・装備はアメリカ式になって
いる。

B5判・456頁　本体6000円（税別）

日本史教授資料 
研究編（日本史教科書共通）

山川出版社のすべての日本史教科書に共通してご
使用いただけます。『詳説日本史』の配列にしたがっ
て，重要項目や史料について解説しています。日
本史の先生方に必携の一冊です。
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❶ 板書例　図解もまじえながら，無理のない分量で簡潔に示しています。内容・
構成とも生徒用の準拠ノートと対応しています。
❷�学習のねらい・指導上の留意点　授業展開の柱となる，単元の重要ポイント
を箇条書きで挙げています。
❸ 解説　特に押さえておきたい用語には，簡潔に解説を付しています。
❹ 発問例　授業展開の中ですぐに使える「発問例」と「答」を掲載しています。
❺ 図版・地図　歴史的背景や内容についての解説を付しています。
❻ 黄色マーカーをひいた用語は，各教科書共通の『教授資料研究編』（B5判・
6000円〈税別〉）にて詳しく解説しています。併せてご利用下さい。 

B5判・244頁　本体2000円（税別）
日本史A 改訂版 教授資料 授業実践編

教科書の本文を
70％に縮小して
入れました。

『日本史A　改訂版』を使った授業実践にご利用いただける材料を盛り込みました。 
指導上の目標や板書例・発問例など，授業展開に役立つ内容を取り入れています。
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6 世紀の朝鮮半島　　強大な高句麗の南下に対抗して，百済・
加耶諸国・倭が同盟関係を結んで対抗するという ₅ 世紀の朝
鮮半島情勢は， ₆ 世紀に入ると大きく変化した。南下する高
句麗に₄₇₅年，首都の漢城を占領された百済は，南の熊津に
遷都し，国家組織を整え，武寧王（在位₅₀₁～₅₂₃）の代には国
力が復興して，南方の栄山江流域から蟾津江流域にかけての
小国が群在する加耶西部周辺地域に進出を始めた。『日本書
紀』継体 ₆（₅₁₂）年₁₂月条の大伴金村が百済の求めに応じて，
上哆唎・下哆唎・娑陀・牟婁のいわゆる「任那四県」の割譲を
行ったとする記事や同書継体 ₇（₅₁₃）年₁₁月条の己汶・滞沙
の地を百済に賜ったとする記事は，現在の研究では否定され
ている倭の加耶支配という虚構を前提としているので，記事
そのままは信じがたいが， ₆ 世紀の初め頃，「任那四県」に相
当する栄山江流域や己汶・滞沙に相当する蟾津江流域の諸小
国が百済の支配下に入り，加耶西部の地域に対する百済の支
配権が確立した事実を反映したものであろう。その後，百済
は，聖明王（在位₅₂₃～₅₅₄）の代にさらに西から加耶地域への
侵攻を進め，₅₃₁年には加耶南部の最有力の小国，安羅を制
圧し，すぐ東までやってきていた新羅の勢力と安羅の東で対
峙することになる。
　一方，従来から高句麗の支配下に置かれていた新羅は，高
句麗の支配から脱し， ₆ 世紀の法興王（在位₅₁₄～₅₄₀）の代に
国家組織を整え，次の新興王（在位₅₄₀～₅₇₆）の代にかけて飛
躍的に領土を拡大していった。加耶地域には東から侵攻を進
め，₅₃₂年には洛東江下流の主要国の金官（南加羅，金官加耶）
を滅ぼし，ほぼ同じ頃さらに西の卓淳も制圧して，その西の
安羅近辺で百済と対峙した。北部では，₅₅₁年，百済の聖明
王が高句麗の政変を利用して大攻勢に出，高句麗から一時的
に元の都，漢城一帯の奪回に成功するが，翌₅₅₂年には，そ
れを新羅が奪取した。聖明王は，自ら軍を率い新羅と戦った
ものの，₅₅₄年には戦死してしまった。ほぼ同じ頃，高句麗
領南部も新羅の支配下に入った。その後も，新羅の勢力の伸
張は止まず，辛くも独立を保っていた大加耶（大加羅，伴跛）
を中心とする洛東江中・上流の内陸部の加耶諸国も新羅の攻
撃を受け，₅₆₂年には滅亡してしまった。この大加耶国の滅
亡が，『日本書紀』がいう「任那の滅亡」の実態である。
　この間，加耶地域では， ₅ 世紀前半までは金官（南加羅）を
中心とする南部の諸小国の連合体が有力であったが， ₅ 世紀
後半以降は，大加耶を中心とする北部の連合体が有力となっ
た。しかし，他の朝鮮諸国のような政治的統合は進展せず，
連合体の段階に止まった。倭国は，そのような加耶諸国や百
済と密接な関係を持ち，軍事援助と引き換えに鉄資源や加耶・
百済経由の中国南北朝の先進文化の供与を受けていた。

〈参考文献〉　熊谷公男『日本の歴史』₀₃（講談社）
　　　　　　 李 　成市「新羅の国家形成と加耶」（鈴木靖民編

『日本の時代史』₂ 　吉川弘文館）

物部氏と蘇我氏　　蘇我氏は，奈良盆地南部及び大阪平野東

1 飛鳥の朝廷 端の石川流域を基盤とする豪族である。『古語拾遺』に， ₅ 世
紀末の雄略朝に斎蔵・内蔵・大蔵の三蔵が整備され，蘇我満

ま

智
ち

が配下に東漢氏・西文氏・秦氏などの渡来系氏族を置いて
管理にあたったという伝承が記されている。また『日本書紀』
によれば蘇我稲目は吉備の白猪屯倉などを設置し，渡来人に
経営を担当させたり，渡来系の船史に船賦を管理させるなど，
朝廷の財政に深く関与していた。蘇我氏と渡来人との関係は，
馬子が東漢駒に崇峻天皇を暗殺させたことにも現われてい
る。この渡来人との密接な関係が，蘇我氏が開明的側面を持
ち，早くから仏教を受容していたことと関係するのであろう。
朝鮮から伝わった技術・文化を独占し，部民の管理方法を変
えるなど，新しい考え方を導入することによって，中央有力
豪族に成長していった。稲目は欽明朝に大臣となり，二人の
娘を欽明天皇の妃にした。
　これに対し，物部氏は軍事に関与した物部という部の伴造
氏族であり，武器の生産と管理をはじめとする軍事・警察を
主務としており，石上神宮を氏神とする。継体天皇の擁立に
動いた物部麁鹿火が大連となり，その後，物部尾輿も大連に
なっている。
　仏教が倭に入り，欽明天皇は群臣にその受容の可否を問う
と，蘇我稲目は賛成したが，物部尾輿や中臣鎌子は蕃神（仏教）
を信仰すれば国神の怒りを受ける，といい反対した。蘇我稲
目は，欽明から授かった仏像を小墾田の家に安置していたが，
そののち疫病が流行したので，物部尾輿は国神の怒りとみな
し，欽明の許しを得てその仏像を捨てた。さらに，欽明死去
後，物部守屋は仏教を信じなかった敏達天皇の許しを得て，
蘇我馬子の仏殿を破壊した。用明天皇の治世は短かったが，
用明が亡くなると，馬子の姉妹小姉君所生の崇峻天皇が即位
した。蘇我馬子は，崇峻やほかの皇子，朝廷の有力豪族を味
方につけ，物部守屋を討った。

崇峻天皇と推古天皇　　₅₈₇年，用明天皇の死をきっかけに
物部守屋が敗死するに至った。この事件後，炊

かしき

屋
や

姫
ひめ

尊（欽明
の皇女，敏達の大

おお

后
きさき

，のち推古天皇）や群臣に推されて欽明
の皇子泊瀬部皇子が即位した（崇峻天皇）。馬子と崇峻とは叔
父・甥の間柄であったが，（いかなる原因によるか不明である
が）次第に対立的な関係になっていった。『日本書紀』による
と，献上されてきた猪を見て，天皇が「何れの時にか此猪之
頭を切るが如く朕が嫌

ねた

しとおもう所の人を切らむ」といった
ことを伝え聞いた馬子は，崇峻殺害を決意し， 東

やまとの

漢
あやの

直
あたい

駒
こま

を
使って暗殺させたという。
　崇峻天皇の死後，炊屋姫が初めての女性天皇として即位し
たが，その間の事情は，『日本書紀』にはただ群臣の再三の要
請によるとしか記されていない。当時，皇位継承者としては
敏達の子で蘇我氏の血を全く引かない押坂彦人大兄皇子が最
有力であったが，これに次ぐ者として，敏達と推古の間に生
まれた竹田皇子，用明の子で蘇我氏と密接な関係を持つ廏戸
王（聖徳太子）らがおり，そのいずれにも決しがたかった。そ
のため，推古が馬子の姪にあたる関係でもあったことなどか
ら，異例ではあるが欽明の子の世代に属し，前大后として王
族内での地位も高かった推古の即位となったのである。
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術性を残していた可能性がある。₆₀₈年，裴世清の帰国を送
って，再び小野妹子が隋に派遣されたが，この時，渡来系氏
族出身の留学生 ₈ 人が派遣された。そのなかに，高向玄理・
旻・南淵請安らがいた。大陸の文化が，朝鮮半島を経ずに直
接流入する端緒となったのである。

遣隋使に従った留学生　　₆₀₈（推古₁₆）年，第 ₂ 回遣隋使派
遣の際，小野妹子に従って隋に渡った留学生・学問僧 ₈ 人の
うち，高向玄理・南淵請安・旻が代表的人物である。いずれ
も漢

あや

人
ひと

系の渡来人である。旻は，₆₃₂（舒明 ₄ ）年第 ₁ 回遣唐
使の帰国に従って帰国し，高向玄理と南淵請安はさらに遅れ
て₆₄₀（舒明₁₂）年に帰国している。隋の滅亡，唐の隆盛を身
をもって体験してきた彼らは，帰国後，塾のようなものを開
き，多くの新知識を教授・紹介した。旻の下には中臣鎌足や
蘇我入鹿らが出入りしており，また南淵請安の下には中大兄
皇子や鎌足が通っていたと伝えられている。彼らの新知識が
後の大化改新の思想的素地となったのであろう。
　₆₄₅（大化元）年，改新政府の発足に伴い，高向玄理と旻は
国政上の顧問相談役ともいうべき国博士に任じられた。たぶ
ん，南淵請安はこれ以前に死去していたのであろう。その後，
旻は₆₅₀（白雉元）年に病死し，玄理は₆₅₄（白雉 ₅ ）年第 ₃ 回遣
唐使として渡ったが，同年長安において没している。

古代の飛鳥と飛鳥の諸宮　　古代の飛鳥は，現在の奈良県高
市郡明日香村の村域とは必ずしも一致しない。厳密な意味で
の飛鳥（狭義の飛鳥）は，現在でいえば，飛鳥川東岸の明日香
村大字飛鳥，岡に相当するかなり狭い地域を指していた。そ
の北は小墾田，南は橘，飛鳥川西岸は豊浦と呼ばれ，東は飛
鳥岡と呼ばれた丘陵地帯が広がっている。ただし，現在の研
究では，狭義の飛鳥周辺を全体的に飛鳥と呼ぶ場合も多い。
飛鳥周辺は，東漢氏，今来漢人など多くの渡来人が集中的に
居住し，彼らを支配下に置いた蘇我氏の拠点でもあった。
　飛鳥周辺に，最初に造営された大王の宮（大王宮）は，推古
が₅₉₂年に即位した豊浦宮で，以後，₆₉₄年に藤原京へ遷都さ
れるまで，歴代の大王宮は，この周辺に集中することになる。
具体的には，推古朝の豊浦宮・小墾田宮，舒明朝の飛鳥岡本
宮，皇極朝の小墾田宮・飛鳥板蓋宮，斉明朝の飛鳥板蓋宮・
飛鳥川原宮・後飛鳥岡本宮，天武朝の島宮・岡本宮・飛鳥浄

漢字で表記したもので，むしろ国造自身をも指した表現であ
るといわれている。また，伊尼翼は，「記紀」に見える地方官
の稲置に相当すると考えられる。大化改新の際に出された東
国等国司への詔に「県稲置」とあることなどから，稲置は県に
置かれたものと見られる。
　従来，県主が管理していた県を，改変する形で創出された
のではないかと考えられている。『隋書』の記事は整い過ぎて
いるので，誤伝であるとする見方も存在するが，国県の地方
組織が全国的に施行されたかどうかは疑問が残るものの，推
古朝の施策として徐々に実施範囲を広げていったものであろ
う。

〈参考文献〉　 井 上光貞他編『日本歴史大系 ₁ 　原始・古代』（山
川出版社）

隋の統一と遣隋使　　₅₈₉年に，隋の文帝が南朝の陳を滅ぼ
して中国を統一すると，貴族勢力を抑えて科挙による官吏の
登用法を定め，北朝の北魏で行われていた均田制や府兵制を
採用して財政・軍事の体制を確立し，江南と華北とを結ぶ大
運河の建設にも着手した。隋が成立すると，百済・新羅はあ
いついで使いを送ってその冊封を受けた。倭は「任那」復興の
大義名分（新羅・百済から任那の調を貢上させ，朝鮮南部に
対する宗主国としての地位を名目的に維持したい）のもと，
₅₉₁～₅₉₅年，₆₀₂～₆₀₃年と二度にわたり，筑紫に出陣して新
羅を威嚇している。これらに対し，高句麗は₅₈₅年以降，隋
への朝貢を絶って南朝の陳に朝貢していたため，隋の文帝は
それを責めた。₅₉₈年，高句麗王元が遼西地方を襲撃したの
を怒った隋文帝は，高句麗征討の軍をおこしたが，この征討
は中止された。続いて煬帝も₆₁₂年以降，三度にわたる高句
麗征討を行った。
　高句麗がこのような状況の時，₅₉₅（推古 ₃ ）年高句麗僧の
恵慈が来倭した。彼はその後₂₀年間も倭に滞在し，廏戸皇子
の仏教上の師となる。この時期，高句麗は倭にしばしば僧侶
を派遣し，₆₀₅（推古₁₃）年には，飛鳥寺の丈六仏の資金とし
て黄金₃₀₀両を贈るなど，倭との関係が密であった。
　₆₀₀年に，史料上初めて遣隋使が現われる。倭王武が₄₇₈年
に南朝宋に使いを送って以来，₁₂₀年ぶりの中国への使者で
あった。しかも，『隋書』や『日本書紀』にあるように，一貫し
て中国王朝の秩序の外に立ち，対等の外交を求めた。おそら
く朝廷は，朝鮮諸国から朝貢を受ける極東の小帝国としての
倭の地位を，隋に承認させようとしたのであろう。ただ，文
帝から風俗を問われた倭の使者が，「倭王は夜が明けぬうちに
王宮に出てきて政治をとり，日が昇ってくると弟に任せて政
治をするのをやめる」と答えると，文帝に「義理なし」とあき
れられた。この直後，小墾田宮の造営，冠位十二階などの諸
改革が行われたことは，その時の衝撃度を表わしているであ
ろう。
　続いて₆₀₇年の遣隋使で，小野妹子が派遣され，隋の煬帝
に謁見し不興をかった。にもかかわらず，₆₀₈年に隋使裴世
清が倭に派遣されたのは，隋と対立していた高句麗が倭と通
交していたことを警戒してのことであろう。『隋書』には倭王
と謁見した事実は記載されているが，倭王が女王であったと
いう記載はないので，大王は卑弥呼以来の「見えない王」の呪

聖徳太子　　聖徳太子の本名は廏戸王で，聖徳太子とは後世
の呼び名である。聖徳とは，仏教で仏に備わった優れた徳，
仏教に深く通じた人という意味で使われ，聖徳太子の名称自
体，後世の太子信仰の所産であると考えられている。また，
天皇（大王）の御子が皇子と呼ばれるようになるのは，天皇号
の採用と軌を一にして，天武朝頃からであるといわれており，
推古朝頃は，大王の御子を含めて諸王族は皆，王と呼ばれて
いた。さらに，当時は，皇太子制が未成立で，太子が就いた
のは，有力な大王位継承資格者であるワカミタフリ（中国語
では太子）の地位であったと考えられる。太子の父は，蘇我
堅塩媛（稲目の子）所生の用明天皇，母は蘇我小姉君（堅塩媛
の同母妹）所生の穴穂部皇女で，馬子の娘，刀自古郎女を妃
としており，蘇我氏に非常に近い蘇我系王族の代表であった。
推古より先，₆₂₂年に死去したので即位することはなかった
が，太子の長子山背大兄王は，後に舒明と大王位を争った。
太子は父，用明の大王宮に隣接した上宮（桜井市の上ノ宮遺
跡に相当か）に住み，のち₆₀₅年，斑鳩宮に移った，そのため
太子は上宮王・上宮太子，太子一族は上宮王家とも呼ばれる。
　太子については，近年『日本書紀』が描く聖徳太子とその事
績は，『書紀』編纂過程で生み出された虚像であり，廏戸王と
いう名の一人の有力な王族が実在したに過ぎないとする説が
現われた。確かに，例えば太子作とされる『三経義疏』のうち，
少なくとも『勝鬘経義疏』については，太子の真作とは考え難
く， ₆ 世紀後半に中国で成立し，遣隋使によって将来された
か，また太子周辺の慧慈らの僧侶の作であろうとする見方が
有力になっている。したがって，従来，聖徳太子のものとさ
れてきた事績に，後世の太子信仰に基づく虚構が含まれてい
るのは事実であろう。しかし，その虚構がどの程度まで大き
いものなのかどうかは，今後の検討課題である。

〈参考文献〉　 藤 枝　晃「勝鬘経義疏」（『日本思想大系』₂ 所収
岩波書店）

　　　　　　坂本太郎『聖徳太子』（吉川弘文館）
　　　　　　 大山誠一『〈聖徳太子〉の誕生』（吉川弘文館）

冠位十二階の制と憲法十七条　　推古朝の諸改革は，遣隋使
で隋から相手にされなかったことに端を発している。₆₀₃年
に小墾田宮が造営されるが，おそらく左右対称の整然とした
配置を取り，朝庭を敷設した初めての宮であったろう。
　冠位十二階は，冠に応じた服色があり，元日， ₅ 月 ₅ 日の
薬猟，隋使来倭などの特別な儀式の際には，さらに装飾が加
えられ，可視性を重視したものであった。『日本書紀』には₆₀₇

（推古₁₅）年に大礼小野妹子を隋に派遣したとあり，『隋書』に
は裴世清を迎えた人物を大礼哥多毗（額田部連比羅夫のこと）
と記しているように，冠位は外交の場で特に重要な意味を持
っていた。冠位は個人に与えられ，昇叙も可能であった。出
身氏族や伝統的職務も旧来のカバネにとらわれず，才能に応
じた人材の登用と官僚機構の構築を目指したものであった。
冠位は儒教あるいは道教に典拠を持つ名称である点で，百済
の官制と類似しており，後世の三位以上（ほぼ公𡰀に相当）に
相当する冠位を定めていないことは，朝鮮三国と共通してい
る。ただし，冠位が与えられた範囲は限られており，大臣で
ある蘇我馬子は伝統的な紫冠を着用していて，冠位制の外に

立っていた。冠位は一斉に与えられたのではなく，₆₄₇（大化
₃ ）年の新制施行までの約₄₀年間に，徐々に対象を広げてい
ったらしい。
　憲法十七条は，君（王）・臣・民からなる「国家」の三要素の
うち，諸豪族（臣）に対する政治的服務規程や道徳的訓戒とい
うべき性格のものである。内容は，和を尊ぶべきこと，天皇
に服従すべきことをはじめ，訴訟を公平に裁くべきこと，各々
の職掌を守るべきこと，早く出仕して遅く退出すべきこと，
官人の功績と過失にしたがって賞罰を行うべきこと，官司の
職掌を熟知すべきこと，物事を単独で行わず議論すべきこと，
などが規定されている。これらから，逆に当時の豪族の執務
態度の未成熟をうかがうことができる。ただ，第十二条の「国
司」が，当時存在しているとは考えられないことから，憲法
十七条を後世の仮託であるとする考え方も有力である。

推古朝の地方組織　　『隋書』倭国伝には，推古朝の地方組織
について，「軍尼一百二十人あり，猶中国の牧宰の如し。八十
戸に一伊尼翼を置く，今の里長の如し。十伊尼翼一軍尼に属
す」という記載がある。この軍尼は，国造の支配するクニを

遣隋使の派遣
　『隋書』₈₅巻は唐の魏徴（？～₆₄₃）の手に成るもので，
『宋書』『南斉書』が一時代のことを述べているのに対し，
『魏志』『後漢書』『宋書』『梁書』を参考にしながら多少の新
史料を加えて，総合的に記述している。
　第₈₁巻東夷伝倭国の条に日本のことが記されて，冠位
十二階や裁判としての盟神探湯の模様を伝え，「阿蘇山あ
り，其の石，故無くして火起り天に接す」という日本の
自然に対する観察も詳しく記されている。特に日本側の
記録に伝えない₆₀₀年の倭王（姓は阿

あ

毎
め

，字は多利思比孤，
阿
あ

輩
ほ

雞
き

弥
み

と号す）の遣使が記されているが，使者の名は
詳らかでない。

憲法十七条
憲法の各条を通読させることによって，第一にこの憲法
が今日の憲法とは異なった官吏の服務規定のようなもの
であったことを理解させ，そのような性格の憲法がなぜ
必要であったかを考えさせることが大切である。第二に
この憲法を通じて当時の文化が中国文化の影響をどの程
度に受けていたか，中国のどのような文化の影響を受け
ているかを理解させる必要がある。
　第 ₁ 条，第 ₃ 条では温和で従順であることを説いて，
君臣の分を正そうとし，第₁₂条は人民の撫育の精神を示
すとともに，公地公民の基本精神を説き，第₁₇条は独断
専行を戒めている。また，第 ₁ ・ ₃ 条には儒教，第 ₂ 条
には仏教，第₁₁条・₁₂条には法家の思想が強く表われて
いる点にも注意したい。
　なお，₁₇条のうち引用されていない条項は次の通りで
ある。
　四に曰く，群𡰀・百寮，礼を以て本とせよ。
　五に曰く， 餮

あじわいのむさぼり

を絶ち欲を棄てて，明に訴訟を辨
さだ

め
よ。

　六に曰く，悪を懲し善を勧むるは，古の良き典
のり

なり。
　七に曰く，人各任有り。掌ること宜しく濫

みだ

れざるべし。
　八に曰く，群𡰀・百寮，早く朝

まい

りて晏
おそ

く退
まか

でよ。
　九に曰く，信は是

これ

義の本なり。
　十に曰く， 忿

こころのいかり

を絶ち 瞋
おもへりのいかり

を棄てて，人の違ふこと
を怒らざれ。

　十一に曰く，功過を明
あきらか

に察
み

て，賞罰必ず当てよ。
　十三に曰く，諸の官に任

よさ

せる者，同じく職
つかさ

掌
こと

を知れ。
　十四に曰く，群臣・百寮，嫉

うらや

み妬
ねた

むこと有ること無
なか

れ。
　十五に曰く，私を背きて公に向

ゆ

くは，是臣が道なり。
　十六に曰く， 民を使ふに時を以てするは，古の良き典

なり。

解説
重要な項目を取りあ
げて解説します。口
絵や図版の内容，さ
らに見方などについ
ても解説します。

史料
本文中に掲載し
た史料について
解説します。

●❷

●❸

●❹

●❻

●❶

●❺



 

 

 

太平洋戦争要図 

 

【コラム】 

沖縄戦 

 沖縄本島の中部に上陸したアメリカ軍は，付近の二つの飛行場を制圧し，島を南北に分

断した。この間，日本軍は特攻機を投入した航空総攻撃をおこなったが，アメリカ艦隊を

沖縄海域から撃退することはできなかった。沖縄を守備していた日本軍は，アメリカ軍を

内陸に引き込んで反撃をする持久戦態勢をとったため，島民を巻き込んでの激しい地上戦

となった。鉄の暴風と呼ばれたアメリカ軍の徹底した艦砲射撃は，島民の島北部への移動

を困難とし，おびただしい数の犠牲者を出した。1945(昭和20)年６月23日，組織的な戦

闘は終了したが，戦闘に巻き込まれた人びとの中には日本軍によって壕を追い出されたり，

あるいは集団自決に追い込まれた住民もあった。沖縄県援護課の資料によれば，死亡者は

18万人余り(そのうち一般人は約９万4000人)にのぼった。 

 

【写真キャプション】 

▼太平洋戦争の勃発 上は12月８日の日米開戦を報じる新聞記事。右は真珠湾奇襲攻撃を

受けて炎上するアメリカ太平洋艦隊。(上：読売新聞社，右：毎日新聞社) 

▼学童の集団疎開 集団疎開は1944(昭和19)年７月頃から始まり，親と離れた児童41万

人余りが地方の旅館や寺などに収容された。(毎日新聞社) 

▼広島の爆心地付近の惨状(1945年10月撮影) 広島での原爆は，写真右手の原爆ドーム

(当時の広島県産業奨励館)の上空で投下された。(米軍撮影，広島平和記念資料館提供) 

▼長崎に投下された原爆のキノコ雲(1945年８月９日)(毎日新聞社) 

 

【史料】 

ポツダム宣言 

 

第５章 第二次世界大戦と日本 

 

３ 第二次世界大戦と太平洋戦争 

 

●第二次世界大戦の勃発 

 ヨーロッパでは，ナチス=ドイツが積極的にヴェルサイユ体制の打破に乗りだし，1938

年にはオーストリアを併合し，さらにチェコスロヴァキアにも併合の手をのばした。この

ような中でドイツは，防共協定を強化して，ソ連のほかイギリス・フランスをも仮想敵国

とする軍事同盟にすることを第１次近衛内閣に提案した。近衛内閣はこの問題に決着をつ

けずに退陣し，1939(昭和14)年初めに成立した平沼騏一郎内閣も，同盟に積極的な陸軍と，

ヨーロッパでの戦争に巻き込まれることを恐れて消極的な外務・海軍とのあいだで閣内に

対立が生じ，ドイツの要求に応じられなかった。同年８月，ドイツが突如ソ連と不可侵条

約を結んだため(独ソ不可侵条約)，国際情勢の急変に対応し得ないとして内閣は総辞職した。

同じ年の５月，満州国西部とモンゴル人民共和国の国境地帯で，日本の関東軍はソ連・モ

ンゴル連合軍と戦闘を開始したが，ソ連の大戦車軍団の前に大打撃を受けた(ノモンハン事

件)。独ソ不可侵条約成立の報は，ノモンハンでソ連と戦闘中であった日本に衝撃を与えた。 

 1939年９月，ドイツがポーランドに侵攻を開始すると，イギリス・フランスはただちに

ドイツに宣戦を布告し，第二次世界大戦が始まった。平沼内閣に続く阿部信行・米内光政

の両内閣は，ヨーロッパの戦争には不介入の方針をとった。 

 日中戦争開始以来，日本の必要とする軍需用の資材は，植民地を含む日本の領土，満州

および中国における占領地からなる経済圏(円ブロック)の中だけではとうてい足りず，

英・米とその影響下にある地域からの輸入に頼らなければならない状況にあった。 

 一方，アジア・北太平洋地域と自由な交通・貿易関係が維持されていることは，アメリ

カにとって重要な安全保障上の一つの柱であった。その一角を日本がブロック化しようと

していることは，アメリカに対する挑戦とみなされた。さらに日本が日独伊の防共協定を

強化し，軍事同盟化する動きが伝えられると，アメリカは日本を牽制するため，1939年７

月，日米通商航海条約(1911年締結)の廃棄を日本側に通告した。 

 しかし，ヨーロッパではドイツの電撃作戦が成功し，1940年６月までに，フランス・オ

ランダ・ベルギーが敗退し，イギリスだけが抵抗を続けていた。戦争がドイツの勝利に終

わると考えた日本では，陸軍を中心に，ドイツと結んで，ドイツに敗退したオランダやフ

ランスが領有していた南方の植民地に進出し，「大東亜共栄圏」の建設をはかり，石油・

ゴム・ボーキサイトなどの資源を求めようという主張が急速に高まった。 

42 南進政策と太平洋戦争の勃発 

１．南部仏印進駐 ２．日ソ中立条約 ３．５年，1946 年４月 ４．オランダ(Dutch) ５．野村吉三郎

駐米大使 ６．松岡洋右 ７．蔣・汪両政権の合併(満州国の承認など) ８．御前会議 ９．帝国国策遂行

要領 10．東条英機 11．ハル=ノート 12．満州からの撤兵(ほかに汪政権の否定など) 13．木戸幸一 

14．大東亜戦争 15．リメンバー パールハーバー(Remember Pearl Harbor) 16．大東亜共栄圏 17．シ

ンガポール 18．翼賛選挙 19．翼賛政治会 20．ミッドウェー海戦 

 

補充・復習  

①1931 年の満州事変以前 ②日独伊三国同盟の否認(死文化) ③近衛文麿内閣から東条英機内閣への交替 

④仏印からの撤退 ⑤フィリピン ⑥大本営 ⑦イギリス ⑧アメリカ ⑨蘭印(現，インドネシア) ⑩ド

イツ ⑪蘭印 ⑫関特演 ⑬東条英機 ⑭翼賛選挙 ⑮御前会議 

 

42 補充・復習  

１．1941年の日米交渉に関する下記の設問に答えよ。 

① ハル=ノートの下記の史料はいつの状態に戻せと要求しているか答えよ。 

 ｢日本国政府ハ支那及印度
イ ン ド

支那ヨリ一切ノ陸，海，空軍兵力及警察力ヲ撤収スヘシ｣ 

② ハル=ノートの下記の史料は何を意味しているのか答えよ。 

 ｢両国政府ハ其ノ何
いず

レカノ一方カ第三国ト締結シオル如何
い か

ナル協定モ，同国ニ依
よ

リ本協定ノ根本目的 即
すなわ

チ太平洋地域全般ノ平和確立及保持ニ矛
む

盾
じゅん

スルカ如ク解釈セラレサルヘキコトヲ同意スヘシ｣ 

③ 日本が開戦に傾いたとの確証をアメリカが得た1941年10月の出来事は何か。 

④ ハル=ノートと日本の主張は大きく隔たっていた。日本は何を妥協することで交渉解決・石油禁止措

置の解除を狙っていたか答えよ。 

⑤ 当時のアメリカ軍の極東の拠点はどこにあったか答えよ。 

 

２．開戦の日の新聞号外の空欄に適切な語句を入れよ。 

 (⑥)陸海軍部発表。十二月八日午前六時帝国陸海軍は本八日未明西太平洋に於てアメリカ，(⑦)軍と戦闘

状態に入れり 

 

３．開戦前(1940年)の日本の軍需物資輸入国上位２国を答えよ。 

石 油 (⑧) 76.7％ (⑨) 14.5％ ABCD 包囲陣で1941年に対日禁輸措

置 

鉄 類 (⑧) 69.9％ 中 国 

15.6％ 

製鉄には，くず鉄を必要とした 

機械類 (⑧) 66.2％ (⑩) 24.9％ 機械の輸入でも(⑧)に依存した 

 

４．オランダはある産油地を支配していたため，対日輸出規制の ABCD 包囲陣に加わった。その産油地は

どこか。(⑪) 

 

５．次の漢字を書け。 

 ⑫ かんとくえん ⑬ とうじょうひでき ⑭ よくさんせんきょ ⑮ごぜんかいぎ 

 

①  ②  

③  ④  

⑤  ⑥  ⑦  ⑧  

⑨  ⑩  ⑪  

⑫  ⑬  ⑭  ⑮  

42 南進政策と太平洋戦争の勃発(教 p.162〜166) 

１．1941年，南方資源確保のために行った軍事進駐は何か。 

２．南進に専念するため，1941年にソ連と結んだ条約は何か。 

３．２の条約の有効期間は初め何年で，いつまで有効とされたか。 

４．アメリカを中心に行われた，石油禁輸などの対日経済封鎖である ABCD 包囲陣のうち，D はどこか。 

５．日米交渉における，日本の担当者名と役職名を答えよ。 

６．日米交渉に否定的で，対米強硬論をとったため，第３次近衛文麿内閣への内閣改造で除かれた外務大

臣は誰か。 

７．アメリカは日米交渉で初めは妥協案も示していた。その内容を１つあげよ。 

８．開戦をめぐり，天皇臨席の下，大本営(軍部)と政府が出席して軍事政策を決定した。この連絡会議を何

というか。 

９．日米交渉が10月上旬までに成立しない場合の開戦を近衛文麿内閣が決意した，1941年９月６日の政

策方針は何か。 

10．日米交渉の打ち切り・日米開戦を主張し，1941年10月に内閣を組織した近衛文麿内閣の陸軍大臣は

誰か。 

11．10の組閣により開戦は必至と見たアメリカが，1941年11月26日に突如示した提案を何というか。 

12．11のうち，日本が受諾できなかった内容を１つあげよ。 

13．1940年以来，内大臣として10の組閣などに関与し，戦後にＡ級戦犯となったのは誰か。 

14．1941年12月８日の真珠湾攻撃で始まったアメリカ・イギリスとの戦争を，政府は当時，何と命名し

たか。 

15．交渉打切りの通告が遅れ，宣戦布告なく奇襲した真珠湾攻撃に対し，アメリカが抗日感情を高めた標

語は何か。 

16．一方，アジアの植民地を欧米諸国から解放するための戦争であるとして，日本で唱えられたスローガ

ンは何か。 

17．日本軍が1942年に，支配していたイギリス軍を降伏させ，直後に中国系住民(華僑)を多数殺害した

のはどこか。 

18．政権強化を狙う東条英機内閣の推薦する候補が多数当選した，戦前最後となる1942年の衆議院議員

総選挙を何というか。 

19．18の当選議員らによる，唯一の傀儡的な政治結社は何か。 

20．1942年６月に日本が敗れて，戦局が逆転した海戦は何か。 

 

1  2  3  4  

5  6  7  8  

9  10  11  12  

13  14  15  16  

17  18  19  20  

 

第５章 第二次世界大戦と日本 

３ 第二次世界大戦と太平洋戦争 

【板書例】 

《第二次世界大戦の勃発》 

１．ドイツ・ソ連と日本 

 Ａ.ドイツ対外侵略開始…オーストリア併合，チェコ進出 

 Ｂ.ドイツが近衛内閣に防共協定の強化＝軍事同盟化を申入れ 

→受入れ迫る陸軍と対立し近衛内閣退陣，平沼騏一郎組閣 

 Ｃ.1939年８月，独ソ不可侵条約→その衝撃で平沼内閣総辞職 

満蒙国境で日・ソが武力衝突中(ノモンハン事件) 

 

２．大戦の勃発 

 ・ドイツがポーランドに侵攻(1939.９) 

①英仏がドイツに宣戦布告(第二次世界大戦の開始) 

②阿部・米内両内閣，ヨーロッパ戦争不介入の方針 

 

３．アメリカとの対立 

 Ａ.円ブロック(日本本土＋植民地＋満州＋中国占領地経済圏) 

①軍需用資材の需要を満たせず，英米からの輸入に依存 

②アジア等との自由な交通・貿易を重視するアメリカが反発 

 Ｂ.アメリカが日米通商航海条約の廃棄を通告(1939.７) 

 

４．南方進出の主張 

 Ａ.ドイツの緒戦の勝利→日本ではドイツ勝利の予想強まる 

 Ｂ.陸軍を中心に「大東亜共栄圏」建設論が高まる 

ドイツに敗れたオランダ・フランスの南方植民地に進出 

石油・ゴム・ボーキサイトなどの資源を求める 

 

《新体制と三国同盟》 

１．近衛新体制と南進論 

 Ａ.近衛文麿，新体制運動開始(1940.６)→第２次近衛内閣成立 

 Ｂ.近衛内閣の南進(蘭印・仏印進出)論 

 

 

1943年９月，イタリア新政府は無条件降伏した。45年に入るとドイツ軍は総崩れとなり，

４月にヒトラーが自殺し，５月７日，無条件降伏した。 

●発問例 ソ連は日本の和平仲介についてどのように対応したのでしょうか。 

○答 ヤルタ協定で対日参戦を決めていたので，回答を引き延ばすだけだった。 

●発問例 なぜ，アメリカはソ連の対日参戦を求めたのでしょうか。 

○答 硫黄島の戦いなどで米軍の損害が大きくなり，ソ連参戦による戦争の早期終結を望

んだから。 

２．ポツダム宣言 

解説Ａ—カイロ宣言は満州・台湾の中国返還と朝鮮の独立が述べられたが，千島列島には

触れられていない。ヤルタ協定でソ連の対日参戦の見返りに千島列島の領有を認めた。 

解説Ｂ—1945年７月，連合国の首脳はベルリン郊外ポツダムで欧州の戦後処理に関する会

談を開き，トルーマン(米)，チャーチル(のちアトリー)(英)，スターリン(ソ連)の３巨頭が

会談した。この機会にアメリカは用意していた対日降伏勧告文書をイギリスに示し，さら

に�介石中国国民政府主席の同意を得て，米・英・中共同宣言という形でポツダム宣言を

発表した。 

３．敗戦 

解説Ｂ—鈴木内閣・軍部はポツダム宣言を黙殺し，広島への原爆投下にも動かなかったが，

８月８日のソ連参戦には，大衝撃を受けた。ドイツ降伏後の５日，政府は和平の斡旋をソ

連に期待して特使派遣を検討していたからである。そのソ連が破竹の勢いで満州へ侵攻し

てきたのである。 

解説Ｃ—８月14日の御前会議で，終戦への天皇の裁断を得，政府は「天皇制を否定する要

求はポツダム宣言には入っていない」との了解のもとに即時受諾を決定し，その日のうち

に連合国へ通告した。 

●発問例 なぜ，天皇自らラジオ放送によって終戦の放送をしなければならなかったので

しょうか。 

○答 本土決戦を叫ぶ軍人たちも多く，そうした軍人をおさえられるのは，大元帥として

統帥権をもつ天皇の直接の声が必要であると考えられた。 

解説Ｅ—1945年９月２日，東京湾の米戦艦ミズーリ号上で降伏文書の調印式が行なわれた。

日本全権は，政府代表重光葵外相，軍部代表梅津美治郎参謀総長である。 

●発問例 ドイツの無条件降伏と日本の無条件降伏は同じなのですか，違うのでしょうか。 

○答 ドイツはヒトラーの自殺で降伏の主体となるべき政府が消滅していたため，まさに

1918

教科書ソフト 
●❺イラスト JPEG

プリント作成などの際，ワンポイントで使える人物や
建物等のイラストを多数収録。

●❼史料  Word

教科書や図録などに掲載されているものを中心に，頻
出する史料文を口語訳と併せて収録しています。

●❻板書例・発問例・用語解説 Word

『教授資料 授業実践編』より，板書例・解説などを収録。

●❸地図・図版 JPEG

教科書に掲載されている地図や図版
をすべて収録（写真除く）。地図はカ
ラーだけでなくモノクロでも収録さ
れているので，テストや授業プリン
トなどに貼りつけてのご使用が可能
です。
●❹白地図 JPEG

各地域別の白地図を収録しています。

●❽年表 Excel

原始・古代から現代までの年表を収録しています。●❶教科書データ Word

教科書の本文，注，写真キャプションといった文字情
報のほか，地図や図版も収録しています。

●❾デジタルブック PDF

教科書のレイアウトをそのままに，デジタルブック
（PDF）として収録しました。

●❷準拠テスト例 Word

教科書準拠のテスト例を収録。Word形式なので授業
の進度に合わせて編集可能です。

●❶
●❸
●❺

●❾
●❼

●❿

●❷
●❹
●❻
●❽

教科書の本文や地図・図版といっ
た教科書に掲載されているデー
タに加え，『教授資料 授業実践
編』より板書例や用語解説，テス
トやプリント作成に役立つイラス
トや白地図，年表，準拠テスト例
などの素材をＣＤに収録しまし
た。さらに，操作方法などを説
明した「教科書ソフト活用ガイ
ド」も収録しております。

●❿山川外字フォント
教科書で使用している外字フォントがインストールでき
ます。

対応機種　Windows 10/8.1
対応ソフト　Microsoft Word 2013以上／Microsoft Excel 2013以上
対応ブラウザ　Internet Explorer Ver.11以上

本体価格：9,000円（税別）日A311

商品番号：72-013

日本史A
改訂版



日本史デジタル教材集
本体18,000円（税別）　商品番号：86-075　※指導書扱いにつき，教科書取扱い書店にご注文ください。

※単体でもご購入できます。

電子黒板・プロジェクター用
日本史正誤問題データ集 
先生用（Windows版CD-ROM）
本体25,000円（税別）　商品番号：86-069

拡大縮小や表示範囲
が自由自在！
これからの歴史授業
に必携のデジタル
Map

授業の導入に最適！
わかりやすいナレーション
詳しい解説書付

パソコンソフト

映像教材デジタル地図

山川デジタル歴史地図
本体35,000円（税別）　商品番号：86-079

地歴科ご担当の先生に必携のデジタル歴史地図。世紀ごとの世
界地図をメインMAPとし，そこから教科書や図録に収載の地図
への切り替えが可能。描画ツールを使って書き込みもでき，白
地図にも切り替えられる。

動く写真集
ムービー日本史 （全4巻）
本体各15,000円（税別）　商品番号：1巻87-026／2巻87-
027／3巻87-028／4巻87-062
高等学校のベストセラー教材「日本史写真集」全6巻・388項目の中
から特に必要度の高い138項目を厳選し，DVD4枚に収録。

藤原良房・基経は他氏族の勢力を退け、摂政・関白となって藤原
氏北家の勢力を拡大した。 

摂関政治▶1 藤原氏北家の台頭 

2 他氏排斥と北家の台頭 

藤原氏
北家 年代 他氏排斥事件 天皇 

良房 
842 承和の変→伴(大伴)健岑・橘逸勢を流罪 仁明 
858 清和天皇が即位→摂政に就任 

清和 
866 応天門の変→伴善男・紀豊城らを流罪 

基経 
884 光孝天皇を擁立→関白に就任 光孝 
888 阿衡の紛議→橘広相を処罰⇒関白の政治的地位を確立 宇多 

時平 901 昌泰の変→菅原道真を左遷(右大臣→大宰権帥) 醍醐 

藤原氏北家による他氏排斥 

日本は宋との国交を開かなかったが、博多に来航した宋の商人や
巡礼のために渡海した僧を通じて交流がおこなわれた。 

摂関政治▶3 遣唐使の停止と国際関係の変化 

3 宋(北宋)との交流 

成尋は渡航許可を得ないまま、1072年、 
宋商人の船に便乗して大陸にわたった。 

日本は宋との国交を開かなかったが、
博多に頻繁に来航する宋の商人との　
あいだで、活発な交易がおこなわれた。 

まとめと振り返り 

1.  藤原氏北家は皇室と姻戚関係を結び、他氏を排斥しながら摂政・関白
として地位を確立した。 

2.  摂関政治は、藤原氏の内部争いを経て、藤原道長・頼通父子の時に全
盛を迎えた。 

3.  菅原道真の進言で遣唐使は停止された。まもなく唐が滅んで東アジア
情勢は変化し、宋(北宋)との民間交流がおこなわれた。 

山川デジタル指導書の特長
●電子黒板やプロジェクターなどICT機器を使用した授業で使えるPowerPoint教材を収録。
●教科書・教授資料のデータやデジタル素材集などを活用してPowerPoint教材のカスタマイ
ズが可能。

●特典として，PowerPointの使い方を収録。教科書ソフト（別売り）やデジタル素材集とあわ
せて使うことでICT対応のオリジナル教材が容易に作成できる。

「山川日本史教科書全5冊」の特長
●弊社発行の日本史教科書全5冊に加え，2冊の図録より，
写真を除くすべての地図，系図，年表，グラフ，イラ
スト等の図版や資料を収録。

●教科書の章立てだけでなく，キーワード検索が可能で，
授業準備や授業中でもパソコンの画面上で簡単にセレ
クト・保存ができる。先生方のイメージする画像を使っ
た授業を強力にサポート。

●パソコン画面上で拡大・縮小も簡単にでき，強調した
い部分の投影も可能。

●教室の後方からでも，十分鮮明な画像が得られる解像度。
●画像データは，プリント作成にも使用可能。

日本史デジタル指導書（日本史A・B共通）

日本史デジタル素材集 ※単体でもご購入できます。
本体20,000円（税別）　商品番号：87-066　

3つのポイント
❶PowerPoint板書例（104のテーマ，1200以上のス
ライド）をご用意

❷短くまとめたエッセンスでポイントが一目瞭然
❸動画や教授資料等の教材も充実

3つのポイント
❶定評ある教科書と図録から，約2,600点を収録
❷教科書，キーワードなどから簡単に検索できる
❸画質の鮮明さにこだわり，遠くからでもよく見える

内容（日本史A・B共通）
①PDFデータ
・教科書改訂版5点
・教授資料『授業実践編』改訂版5点 
（詳説日本史〈日B309〉・高校日本史〈日B314〉・新日本史〈日
B315〉・日本史A〈日A311〉・現代の日本史〈日A314〉）

・教授資料「研究編」
②授業用PowerPoint教材
・104テーマ（スライド1200以上）
・特典（PowerPointの使い方）　 

1ランク上の「PowerPoint資料作成術」／ PowerPointで鍛える
歴史の「論理思考」
③デジタルMovie（24点）
④黒板投影用デジタル白地図

3つのポイント
❶かんたんな操作性を実現
❷利用シーンに応じたオリジナ
ル教材がつくれる

❸復習用の演習プリントの
ほか，実践的な入試対策
としても使える

2015年までの大学入試に出題さ
れた過去7年間分の正誤問題を集
めて収録。様々な条件での抽出は
もちろん，詳説日本史（日B309）の
章・節からの抽出やキーワードで
の検索も可能です。
※対応機種：Windows 8.1，10
［抽出条件］
・出題年度
・時代区分　「原始・古代／中世／近
世／近代・現代／総合」

・難易度　「基礎／標準／発展」
・分野　「政治・外交／経済・社会／
文化／総合」

・章・節　詳説日本史の章・節

日本史A・B共通
【教科書】  日本史A：現代の日本史（日A314）・日本史A（日A311）

 日本史B：詳説日本史（日B309）・新日本史（日B315）・高
校日本史（日B314）

【図録】詳説日本史図録／ビジュアル版日本史図録

デジタル素材活用の，
あらゆる
授業スタイルに対応！

おなじみの
正誤問題集が
最新バージョンで
登場！

探していた
素材が
すぐ見つかる！
すぐ使える！

本体38,000円（税別）　商品番号：86-073　※デジタル教材集とデジタル素材集とのセット販売になります。

機能一覧
・新規作成機能
・問題保存機能
・保存問題読み込み機能
・選択肢シャッフル機能
・問題の抽出条件選択機能
・問題のフリーワード検索機能
・抽出問題数設定機能
・抽出された問題の編集機能
・抽出された問題の全文コピー機能
・ ヘッダー，解答欄，氏名欄の自動
作成機能
・出題された大学・学部の表示機能

難しい操作ではなく，利用シー
ンに応じたテスト問題作成を簡
単な操作性で実現し，先生方の
作業負荷を軽減いたします。復
習用の演習プリント作成だけで
なく，入試対策教材としてもご
活用いただけます。
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●新日本史

伊藤 之雄（いとう・ゆきお）

京都大学名誉教授

日本近代史

●詳説日本史
●高校日本史

坂上 康俊（さかうえ・やすとし）

九州大学教授

日本古代史

●詳説日本史
●高校日本史
●日本史Ａ

高埜 利彦（たかの・としひこ）

学習院大学名誉教授

日本近世史
●詳説日本史
●高校日本史

桜井 英治（さくらい・えいじ）

東京大学教授

日本中世史

●新日本史

藤田 覚（ふじた・さとる）

東京大学名誉教授

日本近世史

●詳説日本史
●高校日本史

笹山 晴生（ささやま・はるお）

東京大学名誉教授

日本古代史

●現代の日本史

鳥海 靖（とりうみ・やすし）

東京大学名誉教授

日本近代史

●現代の日本史

三谷 博（みたに・ひろし）

跡見学園女子大学教授

日本近世・近代史

●高校日本史

荒井 晴夫（あらい・はるお）

前埼玉県立岩槻高等学校長

歴史教育
●詳説日本史
●高校日本史

佐藤 信（さとう・まこと）

東京大学名誉教授

日本古代史

●現代の日本史

塩出 浩之（しおで・ひろゆき）

京都大学准教授

日本近代史

●詳説日本史

中家 健（なかいえ・たけし）

東京都立小石川中等教育学校教諭

日本史教育

●詳説日本史
●高校日本史

吉田 伸之（よしだ・のぶゆき）

東京大学名誉教授

日本近世史

●詳説日本史

白石 太一郎（しらいし・たいちろう）

国立歴史民俗博物館名誉教授

考古学

●詳説日本史

中里 裕司（なかざと・ひろし）

前東京都立日比谷高等学校教諭

日本近代史

●現代の日本史

中村 尚史（なかむら・なおふみ）

東京大学教授

日本近代史・経済史
●現代の日本史

渡邉 昭夫（わたなべ・あきお）

東京大学名誉教授

日本現代史・国際関係

●詳説日本史
●高校日本史
●日本史Ａ

鈴木 淳（すずき・じゅん）

東京大学教授

日本近代史
●新日本史

大津 透（おおつ・とおる）

東京大学教授

日本古代史

●新日本史

久留島 典子（くるしま・のりこ）

東京大学教授

日本中世史

●詳説日本史
●高校日本史

五味 文彦（ごみ・ふみひこ）

東京大学名誉教授

日本中世史

●日本史Ａ

斉藤 真幸（さいとう・まさき）

群馬県立前橋女子高等学校教諭

日本近代史

●高校日本史

早乙女 雅博（さおとめ・まさひろ）

東京大学名誉教授

考古学

●日本史A

野﨑 雅秀（のざき・まさひで）

東京大学教育学部附属中等教育学校教諭

日本近代史・歴史教育

●詳説日本史
●高校日本史
●日本史A

老川 慶喜（おいかわ・よしのぶ）

跡見学園女子大学教授

日本近代史

●詳説日本史
●高校日本史
●日本史Ａ

加藤 陽子（かとう・ようこ）

東京大学教授

日本近代史

●詳説日本史

高橋 典幸（たかはし・のりゆき）

東京大学准教授

日本中世史

●日本史Ａ

高村 直助（たかむら・なおすけ）

東京大学名誉教授

日本近代史

●詳説日本史

牧原 成征（まきはら・しげゆき）

東京大学准教授

日本近世史

教科書一覧

著作者・ 
編集協力者
（ 2020年 3月現在，五十音順）

日本史 A B

A B
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〒 101-0047 東京都千代田区内神田 1-13-13
TEL 03-3293-8131   FAX 03-3292-6469

http://www.ninomiyashoten.co.jp/
https://www.yamakawa.co.jp/
※ホームページにも詳しい情報が掲載されています。是非ご覧下さい。

令和3年度は新刊教科書を刊行いたしませんので，本年度は教科書見本本をお送りいたしておりません。教
科書調査研究のための既刊本の送付は，採択権者から各都道府県教育委員会もしくは教科書協会へのご依頼
により，一部を上限として可能です。ただし，文科省が定めた条件にそぐわない等によりご依頼に応じるこ
とができないこともございます。
お問い合わせは，各都道府県教育委員会までお願いします。

〒 101-0047 東京都千代田区内神田 1-12-6 大森内神田ビル 2F
TEL 03-5244-5850   FAX 03-5244-5963

令和3年度用教科書
世界史

日本史

公民 地理

世界史 A

日本史 A

現代社会 倫理 政治・経済
地理 A 地理 B

日本史 B

世界史 B
現代の世界史

日本史A

現代社会

現代の日本史

現代の倫理 詳説政治・経済 基本地理A 新編詳解地理B

詳説日本史 新日本史 高校日本史

世界の歴史 要説世界史 詳説世界史 新世界史 高校世界史

改訂版　世 A315

改訂版　日 A311

改訂版　現社 323

改訂版　日 A314

改訂版　倫理 309 改訂版　政経 316
地 A309 改訂版　地 B305

改訂版　日 B309 改訂版　日 B315 改訂版　日 B314

改訂版　世 A316 改訂版　世 A318 改訂版　世 B310 改訂版　世 B313 改訂版　世 B314
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